20130519　1部礼拝
理解不能な苦しみ（ルカ22:39-46）
　イエス様の十字架を偲ぶために受難週というのがありまして、その頃になるとキリスト教を名乗る世界の各地ではいろいろなイベントを行い、特に何人かの人はイエス様の十字架の苦しみに預かりたい、それを少しでも一緒に味わってイエス様の苦しみに自分も参加したいという思いで、フィリンピンのようなところでは実際に十字架を背負い、手のひらに釘を打ち、同じ真似をすることもしばしばあります。でも、それは気持ちはわかりますが、まったく逆です。イエス様の苦しみ、イエス様の十字架の苦難などを逆さまに理解していることです。ですから、実際にクリスチャンでありながらも十字架による救いの正しい喜びやあふれる確信をもって、その結果、救いの完璧な祝福を味わうクリスチャンになり、イエスの証人として残された証人としての人生の歩みのゆえに神様から与えられる勝利、奇跡の主人公としての人生をなかなか味わうことができないでいます。そういう意味で今日、十字架を目の前にしてその苦しみをもって祈っていらっしゃいましたイエス様の姿を見ながら、イエス様の十字架の苦しみとはいったいどのような苦しみなのかということを正しく理解していただきたいと思います。
そのようなことによって、なによりクリスチャンの私たちがもうこれ以上疑わないで、これ以上揺れることなく固い決心を持つ力強いクリスチャンになれるからです。そのためにイエス様の十字架があり、イエス様の苦しみがあったからです。いったいイエス様の十字架での苦しみというのはどれほどのもので、どんな苦しみだったでしょうか。それはまず私たち人間ではクリスチャンでさえその苦しみは理解不能な苦しみということをまず覚えていないといけません。イエス様がもうすぐ捕まえられ十字架に預かるようになる直前、いつも祈っておられたオリーブ山というところに行かれました。弟子たちも一緒に従っていると書いてあります。そこで誘惑に陥らないように祈っていなさいと弟子たちにお願いをして、それから、石を投げて届くような距離、それがどれくらいの距離なのかよく分かりませんが、そんなに遠くないところに祈りの場を設けて、そこで祈り始められました。いつもそのように祈っていらっしゃったということでしょうが今日は特別です。もうこれから逮捕され十字架の方に行く直前でした。そこでこのように祈っていました。「父よ。みこころならば、この杯をわたしから取りのけてください」。イエス様は十字架にかけられるために来られた方です。それなのに、「できれば、神様のみこころならば取りのけてください」とお祈りするくらいの苦しみでした。それは私たちが理解できないものです。「イエス様はものすごく耐えることができないほどの苦しみだったのだな」とだいたいの想像はつきますが、私たちにはその苦しみが分かりません。どれほどの苦しみだったのでイエス様のような方が、そのために来られたイエス様が「できればその杯を取りのけてください」とお願いするほどだったのでしょうか。そのようにしか推測できません。そういうことを見ていただきたいと思います。
それから、そのあとすぐに「しかし、わたしの願いではなく、みこころのとおりにしてください」とおっしゃいました。もちろん、イエス様はみこころのままに十字架に行くつもりです。けれども、その前で「できれば、みこころならばこの杯をわたしから取りのけてください」という祈りをされるくらいでした。すぐに訂正されましたが。ですから、聖書、また今日のメッセージをとおして皆さんに言いたいことが、これらのことによってどれほどの苦しみだったのか考えてみてください。そのときに御使いがイエス様を助け力を与えていたと言われています。また、イエス様は苦しみもがいてと書いてあります。そこを人間としてのイエス様ご自分の中から昇華して対処するための祈りを始められました。それで切に祈られました。祈りをどれほどなさったのかというと汗が血のしずくのように地に落ちたほどです。血のしずくとはどういうことでしょうか。普通は汗は水です。血は塊です。どれほど自分のすべてを絞って祈っていらっしゃったのか、それがそのように現れました。汗が血のようになっていました。固いものになって汗が落ちていました。たとえば、私たちがイエス様と同じように十字架にかけられ、釘づけにされ槍に刺されていばらの冠をかぶったとしましょう。肉体的に苦しみの程度が同じでもっとひどい場合もあるかもしれません。だからといってイエス様の苦しみが分かるかというと分かりません。それが勘違いです。
そして、イエス様の十字架の刑というものはイエス様が最初で最後ではありません。元々、凶悪犯罪者のために用意されている刑罰のかたちです。だから、今までも十字架にかけられ死んだ人がいないわけではありません。そのあともあったでしょう。ですから、同じ形をとって同じ真似をするからその苦しみが理解できて、同じ苦しみになるとはならないということを覚えていてください。そういうことが今日の短い聖書の箇所ですがこのように私たちに示されています。「できれば、取りのけてください」とお願いするほど、いったいどれほどの苦しみだったのか。それをご自分の中で昇華するためにお祈りをしたときに、汗が血のしずくのように地に落ちるくらい祈るほどの苦しみとはどんな苦しみなのか、私たちにはこのようにしか言うことができません。イエス様は神様ご自身です。人間が十字架にかけられることとは一緒にできません。人を造られた神様ご自身が罪人になるということです。皆さん、分かるでしょうか。私たちは神様でないから絶対に理解できません。だから、その苦しみがどれほどのものだったのでイエス様は最後の最後で「できれば取りのけてください」とおっしゃったのでしょうか。イエス様は怖かったのかなと単純に思ってはいけません。私たちが理解できない、人間にとって理解不可能な苦しみだったとしか分かりません。しかもこれは神様ご自身が許されて行われることですが、形は神様ご自身が主の主、万軍の主が悪魔、サタンにご自分を引き渡されるということです。その苦しみが理解できますか。ある人はこれもたとえにはなりませんが、「もしあなたが今、蟻になったとしましょう。どうなるでしょう。しかも蟻になって踏みつぶされ粉々になることを考えてみてください。そういうことです」と言いますがそれでもたとえになりません。それでも理解できません。そんなものではありません。そのような苦しみでした。ですから、イエス様が最後の最後で「できれば取りのけてください」とお祈りしたのではないかと推測するだけです。神様ご自身をサタンの手に引き渡されるという苦しみでした。つまり、私たちが言えるのはこれくらいしかありません。すべての想像、計算をはるかに超えた苦しみです。先ほども申し上げたように、私たちがどんな苦しみを味わうとしてもまず次元がまったく違うし、その苦しみの程度と大きさもまったく違うということです。今日弟子たちに「誘惑に陥らないように祈っていなさい」とお願いをしましたが、弟子たちはイエス様が死なれるという話を聞いてどういうことなのかと悲しくなり寝込んでしまいました。つまり、どんなに頑張っても弟子たちもその苦しみが理解できないし、イエス様の苦しみに参加できません。弟子たちでさえ、ペテロも参加できません。そういうものです。その証拠が彼らはもがき苦しみながら祈っていらっしゃるイエス様を見ながら眠ってしまいました。これが人間の中では今一番イエス様に近いしレベルの高い人がとる行動です。だから、そのだれも理解できません。参加できません。宇宙がひっくり返されても理解できません。イエス様の苦しみはまったく理解不能な大きな苦しみです。これを真似しようなどとはとんでもありません。その苦しみに一緒に参加しましょうということで神様は私たちを誘っているわけではありません。
それから、私たちが言えるのはこのイエス様の十字架での苦しみ、苦難というものは避けることができない苦しみ、絶対避けられない苦難であったということが分かります。それでイエス様は「できれば取りのけてください」とお願いしながらも「わたしの願いではなくてみこころのとおりに」とおっしゃいました。そのイエス様の苦しみ、十字架の苦しみとイエス様の苦難というものが到底理解不能な大きな苦しみですが、イエス様ご自身もできれば避けたいと思うくらいの苦しみでしたが、避けないし避けられない苦しみであるというのはそれが神様の願いです。そのイエス様の理解不能な苦しみは神様の願いでした。それを言葉を変えますとそれが神様の愛なのです。だれのための、だれを愛する愛でしょうか。それが罪人である人類の、罪人であって地獄へ行くしかない、今現在も地獄の権威に捕らわれ神に敵対して偶像崇拝に溺れ神を信じないで神に背いて神様に興味を持たない、ときには教会の中でも神様を嫌がる思いにだまされている罪人である哀れな私たち人間を愛する神様の愛がイエス様の理解不能な大きな苦しみです。だから、避けられません。それほど神様は罪人である私たちを憐れみ愛しておられるという裏返しではないでしょうか。絶対に避けることができない苦難であり苦しみでした。神の願いでありそれが神様の願い、またその愛を実現する神様の方法でしたので、言葉を変えますとそれだけが私たち罪人が救われるための唯一の道、方法でした。他には道がないので、私たちが理解できないような大きな苦しみ、「できれば取りのけてください」とお祈りするくらいの苦しみですがそれしか道がありません。それほど私たちの罪の問題、人生の問題は根深い問題で絶対に解決不可能な問題です。軽々しくお金さえあれば、愛情をたっぷり受ければ、あるいは社会的地位が上がれば、家族がみな喧嘩しないで平和に暮らせばそれでハッピーになり人生の問題が解決できるようなそんな簡単な問題ではありません。私たちも理解できない神様、イエス様、十字架での苦しみがなければ絶対に解決できない問題です。私たちが助かり新しい人生になる救われるための道は残念ながらイエス様の十字架の苦しみの他にはありません。イエス様の苦しみの程度は理解できません。しかし、これが分かっている者は「世界中にこの御名の他に私たちに救いの名は与えられていません」と告白します。これしか道がありませんでした。つまり、言葉を変えますとだれかが同じ苦しみを味わってイエス様の十字架の苦しみの肉体的な苦痛の2倍、3倍を味わったからと言ってなにかがなるような話ではありません。先ほども申し上げたように罪のない神様ご自身であって人間のために人間の体を取って来られた、つまり、キリストであるイエス様、そのキリスト様だけが生ける道です。だから、イエス様がこれを避けることはできません。なぜかというとイエス様だけがキリストです。イエス様がキリストなのです。もしイエス様がキリストでなければ「これを取りのけてください。もうよいではないですか」と終わりにできるかもしれません。でもイエス様は唯一の救い主です。神様が罪を犯してだめになってしまった人間に最初から約束された女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕きかかとに噛みつかれることによって人間は助かる、それで人生は新しく変えられる、地獄の運命から解放されると約束されたキリスト、そのキリストしか救いの道はありません。イエス様はキリストなので避けることができません。キリストしか行くことができない道です。そして、また別の言葉で言いますとキリストだからこそ行かないといけない道なのです。避けられない苦しみ、避けられない苦難、苦痛でした。ここまで私たちは言えます。苦しみの程度や大きさなどは細かく分かりません。次元がまったく違います。ただそれが私たちにとって理解不能で想像と計算をはるかに超えた、宇宙のどんなものでも全部集めてもそれでは計り知れない、そのような苦しみがあったということしか言えません。そして、キリストだから避けることができません。それを従順という言葉を使います。神の御言葉にしたがって行くしかない苦しみの道でした。そこまでは私たちも言えるし推測だけです。しかし、だからこそクリスチャンの今の私たちはこれだけはかっきりと言うことができます。このイエス様の苦しみを、この苦しみの様子やこのようなことを創造しながら計算はできないがこれだけははっきりと言えます。このイエス様の苦しみ、十字架での苦難と苦しみは自分のための苦しみだったとはっきりと言えます。私たちが分かるのはこれしかありません。本当に正確に分かるのはこれしかありません。本当に正確に分かるのはこれしかありません。計り知れないイエス様の苦しみ、それが私のための苦しみだったということが曖昧であってはいけません。イエス様の苦しみに一緒に預かりたいなどというのは勘違いであって、想像もできない理解不能な苦しみでしたが、それは私のためのものだったのでこれははっきりと分かっているので、だからこそイエス様の十字架による私の救い、私に与えられた救いはこれっぽっちも疑う必要のない、これっぽっちも足りないところのない十分な救いだということははっきりと言えます。そのためにあった苦しみです。イエス様の苦しみが計り知れないほどのものであればその分、だからこそ私たちに与えられました救いの祝福は計り知れないものであり充分なあふれんばかりのものです。どうやってわかるのでしょうか。イエス様の十字架の苦しみの内容をとおして私たちは言えるのです。イエス様がなぜ私たちには理解できないほどの大きな苦しみに預かったのでしょうか。私の救いのためです。だから、なぜそんなに大きな苦しみでしょうか。救いが十分すぎるほど完璧なものになるためです。疑わないように、迷わないように、揺れることがないようにしてください。皆さん。地球と歴史のテーマはイエス様です。教会に中に来ているにもかかわらずイエス様の方に興味が持てないということはものすごいサタンの働きです。残念です。そこを祈ってください。御言葉をとおしてそこが刺されてほしいと思います。なぜ自分はイエス様とイエス様の十字架などに神経が動かないのか、興味ないのか。なぜイエス様は十字架と親しくならないのかということに対して悩んでください。その悩みがなければ。それが薄れたままであれば皆さんが成功したとしても私がはっきりいます。成功ではありません。人生そんなに甘いものではありません。まずイエス様とイエス様の十字架と親しくなってください。とにかく、それが1日中キリストという言葉が頭の中から離れないで、ついついキリストが思い起こされる人は幸いな人です。それをとおしてなにより、他のことを考えて何かをやる前にそのことによる救いの確信にしっかり立ってください。救いの確信を持っていないと、その後の信仰生活も素晴らしい祝福なのに、ものすごくきつくなり全部逆になります。救いの正しい確信、これっぽっちも疑わないで晴れた思いでの救いの確信を持たないと伝道などは私とまったく縁のないものになるし、神の御言葉も聞こえてこないし、どんどんすべてがねじ曲がって行くようになります。神様のすべての良いもの、与えられている祝福が全部よいものに見えてきません。そのような不幸がどこにあるでしょか。ですから、一番大切なのは救いの確信です。ほとんどの悩み、葛藤、文句などはさかのぼっていくと正しいキリストの十字架による疑う余地のない救いの確信によって晴れていないからすべてごちゃごちゃします。それが事業にも勉強にも人間関係にもすべてのところに現れます。神様は他になにも望まれません。イエス・キリストを十字架に引き渡されたので理解不能な苦しみに引き渡されたので、そのキリストを信じることによってすべて終わりになったという確信をもってほしいというのが神様の願いです。勉強ができるかどうかは興味がありません。救いの確信を持ってほしいのです。ぜひ救いのことに興味を持ってください。これが神の願いです。そうすると他はすべて万事順風、順調になるとおっしゃっています。でも信じません。御言葉を信じないといけません。救いの確信が確信による安心と喜びがすべてです。その上に立てない限りはなにもかもがきちんとしたものになりません。いつまでたっても迷路の中をグルグル回るようなことになってしまいます。なんと感謝でしょう。もうすでに与えられてすでに出てしまったことです。確信を持つように。その確信の根拠はイエス様の十字架の苦しみです。皆さんが疑わなくてもよいようにどんな過去でもどのような問題がこれから起きようとしてもまったくそれに影響されないように変わらない救いの祝福を与えるに値する苦しみを受けました。それがイエス様の十字架の苦しみです。それを基準に根拠にしない限りはいつも揺れてしまうでしょう。サタンはキリストの十字架に基づいて、救いの確信と喜びを持つとそのあとどうなるのかよくわかっているので教会に来ている私たちがその祝福に預からないようにあらゆる方向から邪魔をします。理由は1千以上もあります。でも理由になりません。イエス様が理解不能なすべての想像を超える、「できれば取りのけてください」と祈るほどの私たちの想像の範囲をはるかに超える大きな苦しみを十字架で味わいました。だから、あなたの救いは完璧なのです。疑う余地がありません。そこからスタートしてください。なんと感謝でしょう。それで神様はイエスの御名を呼ぶことさえあれば、イエスを受け入れることさえあれば十分に救われます。イエスさまを信じる者はなるほど、イエス様がそれほど十字架で苦しんでいたのか。だから、私がどんな過去を歩いていっても、すべて古いものは過ぎ去って新しくなったと十分言えるほど救われたのだね、死と罪の原理などはもう終わった、私の人生の問題はすべて終わりました。私には不幸などは存在しませんと言うことができるほど救いを与えられました。もう地獄の恐れや罪によって罪に定められ裁かれることは私の人生とはもう縁が切れたと十分に言えるようにしてください。でも皆、十分に言えません。時々言えます。時々晴れ。時々雲、ときには雨、雷もあります。キリスト・イエスの中には救いが十分なので曇りも雨も雪も雷も風もありません。いつも晴れ晴れとしています。いつでも晴れ晴れとしていられるように、十分そうなれるようにイエス様は苦しめられました。自分自身が根拠ではありません。皆さんの過去も今の弱さ、強さなども一切関係ありません。イエス様の十字架の大きな苦しみがどれほど大きかったのか。キリストであるイエス様が肉体をとっていらっしゃったのでそれを昇華するために汗が血のしずくになるくらいでした。どんなものだったでしょうか。だからこそ私は十分言えます。私は救われた。私の罪は永遠に消えてしまった。私は新しい神の子どもだと十分に言えます。問題は十分な確信がないことです。イエス様の苦しみは十分すぎるほど大きな苦しみだったのに、なぜ私たちは十分な告白ができないのでしょうか。いつでもどんなときでも皆さんが弱っているときでも問題がやって来たときでも嵐、波風の中に巻き込まれているときでも皆さんはそこで十分に告白できるものです。十分にというのはこの告白を邪魔するようなものは宇宙に存在しないということです。それほどの苦しみを受けられました。なんと感謝でしょう。だから、一緒に苦しみを味わうのではなく逆にその苦しみをバネにして、私はいつもハッピーで晴れ晴れしていなければいけません。皆さん今日から救いの確信を持ってください。皆さんが失敗して倒れたときでも、そこでも「私は救われてハッピーです」と十分言えるように苦しめられたのです。十分という意味が分かるでしょうか。今日のメッセージの中で一番大きな単語は「十分」です。疑わないように、ドキドキにならないように。sometimesではありません。every timeです。それが救いの確信です。サタンはここを見事に曖昧にしてしまうでしょう。それにだまされないようにしましょう。だからこそ24時間いつもイエス・キリストの十字架をしのぶことです。
それから、十分な救い、同じ内容でしょうがだからこそイエス様の苦しみがそれほどのものだからこそ、イエス様の御名を呼んだだけで神様から与えられている祝福はあふれる祝福です。これっぽっちも足りなくありません。信じてください。なぜでしょうか。イエス様がそのように苦しめられたからです。あふれんばかりの祝福です。聖書にはそのような表現がいっぱいあります。旧約の神殿の中でも神殿がイエス様を象徴する内容なので神殿から泉が出てきて足、膝、胸の方にあふれてきて道からもあふれ道路、海までも行くとあります。あふれんばかりで、十分で完璧です。このイエスの御名を呼ぶとイエス様の大きな計り知れない苦しみのゆえに皆さんのすべての苦しみが終わるのと同時に神様のすべての祝福が、天にある霊的なすべての祝福がいっぺんに一瞬に全部皆さんのものになります。だから刑務所の中にいても、船が沈みそうになったときでも、「私は幸いです。私は幸せです」と催眠をかけるわけではありませんが言うことができるのです。なぜでしょうか。あふれるほどの祝福ですから。あふれるほどの祝福が分かって信じて味わうことによって、それが実際にあふれたときに皆さんの人生に奇跡が起こります。あふれるというのは周りの人にそれが移っていくということなので、それを伝道と言います。そこまでいかないといきません。それは負担ではなくて当たり前にそうなるようになっているから期待してください。神様はそれを何よりも喜ばれるのでそうなることによって奇跡を起こすのです。クリスチャンの人生は奇跡です。本当に奇跡の人生です。皆さんの計算がいつも恥ずかしいと思うようなことが次々と起こるのがクリスチャンの人生です。だから、それが何回か経験すると計算しません。計算をするといつもこんなちっぽけな計算で、それをはるかに上回る、予想がはるかに外れるような奇跡が次々と起こるから「自分はなにをしているのか」となります。それがクリスチャンです。祈って自分を空っぽにして待つだけになります。それなのに奇跡が起こります。事業にも勉強にも奇跡が起こります。それほどあふれるほどの祝福です。信じてください。イエス様がそのために到底理解できない苦しみに預かりました。聖書ではそれを一言で永遠のいのちをもらったと言います。永遠のいのちというのは概念ではありません。十分であふれる祝福です。しかもだれも奪い取ることができない、永遠に変わらない祝福です。旧約のときにはこのような話はありません。だれでもこの苦しみに実際に預かりよみがえられたイエスの名を呼ぶ者は永遠のいのちを持ちます。いつもその話です。永遠のいのちを持つと。そのために計り知れない理解不能な苦しみに預かるようになりました。だから、イエス様の苦しみが計り知れないしその大きさは計れないのですが、とにかくそれほどの苦しみだったと考えるのは自分の確信のためです。自分がどれほど祝福されたものなのか。どれほど完璧に救われたものなのか。それが自分のための苦しみだったと覚えていただきたいと思います。
そうならば、このメッセージを覚えて自分の心の中からこのように決心してください。これからはなにがあっても自分が救われたという確信をもって。これを曖昧にしないで、逃すことがないようにしようと決心だけで良いです。救いの確信をもつ者は日曜日に礼拝のときだけではなく、本当に確信を持っている者は常にそれが思い起こされます。そうすると簡単に成功できます。ですから、イエス様の十字架の苦しみを思い出すたびに皆さんが「よし。十分であふれんばかりの救いと祝福が私のものです」という告白を疑わないようにしましょう。だから、毎日いつでも思い出して、思い起こして考えないといけないでしょう。考えない理由がありません。だから、私は揺れることのない固い救いの確信を持とう、その上に立とうと決心してください。本当にこれからサタンにだまされません。救いの確信というのはいろいろな言葉で表現できるのでしょうが簡単に言うととにかく問題に振り回されないことです。過去の問題でも今の問題でもこれからの問題でも、とにかく問題は、不幸はもう終わったという確信の上に立つことです。そうでないように昔の考え方が自分の頭に影響するときにはそれと戦うつもりでいてください。いつもそれは嘘です。なぜでしょうか。イエス様は十字架で苦しめられたから十分であふれんばかりの永遠なる救いの祝福なのでもう終わりました。
それから、すべてをいただいているというのが確信です。だから、いつも足りない、これではだめだという考え方は間違いです。いつでも十分ですべていただいているから、神様の素晴らしい良い計画は何なのか、いつもそれを問いかけるようにしましょう。いつも十分なのです。すべてをいただいているから、なにかが足りないかのように思わないようしましょう。聖書は旧約もそうだし、全体を貫いて警告している内容がなにかというと何かが足りない、不十分と思うことは必ずこの世の神、偶像崇拝と直結するようになるので気をつけなさいと言うことです。いつもそれです。神様だけを見上げなさい。神様だけで十分なので不安、不平、不満などは偶像崇拝に必ずつながります。キリストによる救いで十分だとそこで安心して他のなにかに目が行かないようにならないとクリスチャンでも救われたにもかかわらずついついサタンにだまされます。だまされるとも知らないでだまされます。それを偶像と言います。旧約の人がなぜ偶像崇拝したのでしょうか。それを「止めなさい、気をつけなさい」と神様がいつもおっしゃるときに「神はひとりだけだ。私だけが神なのだ。それで満足、十分でしょう」とおっしゃいました。それができなかったときに周りを見てついつい行ってしまうのです。正直に霊的な目から見ると教会に通っているクリスチャンだとイエスさまを信じてバプテスマを受けた人の中でも、70％以上は知らず知らずに偶像崇拝と同じ道を歩いている人なのです。満足できません。キリスト、救いの祝福で十分だとなっていません。だから、これが確信です。十分ですべてをいただいていると。ですから、私は環境や条件などと関係なく幸いな者でいつまでたっても幸せな者だというのが救いの確信です。これからなにかによって悲しまないようにしましょう。なにかで悲しむというのは人間だからあり得るのですが、その瞬間はだまされるときかもしれません。だから、悲しむものと一緒に悲しむというのはよいことです。だからといって私が幸せでないから悲しむわけではありません。それは守らないといけません。いつまでたっても、なにがあっても幸せで幸いな者です。旦那さんが良くしてくれるか、変わるか変わらないか関係なく、私は幸いな者です。それを救いの確信と言います。十分な救いですから。
そういうことで救いの確信というものはイエス様を信じて救われる自分自身を認めてあげることです。「あなたは祝福された者です。あなたは幸せな者です」と自分で自分自身を認めることです。もう一度言います。条件、環境などに振り回されないで、ダイレクトに救いのゆえに、イエス様のゆえに「お前は幸せな者だ。お前は良かった」と自分で自分自身を認めてあげないといけません。それを救いの確信と言います。「でも私にはこんな弱さもまだまだあるし霊的な問題も残っているし、足りないところもありますよ」ということがあるでしょう。それがすっきり無くなるときにハッピーになるのではありません。まず、自分自身を幸せな者として認め、そういった足りないところ、そして、まだ残っている問題のように見えるすべてはこれから救いの祝福、神のイエスの力が現れるために神様が許していらっしゃる材料です。それを期待するだけです。良いか悪いかという判断などはもう存在しません。だから、前向きに思わないといけません。それが救いの確信です。本当にキリストの苦しみによる十分な救いであれば、弱さが残っていても、まだ直らない習慣があっても、アルコール中毒がそのまま残っていたとしても自分自身を幸いな者として認めてあげて、そこにだからこそイエスの救いの力がこれから現れるのだろう。現れるでしょう。現れるのだと思い向き合わないといけません。そのように仲良く親しくして行かないといけません。実際にそういうものだからです。でも、救いの確信をもっていないので皆、それに振り回されています。救いは十分なのです。どんな弱さがあってもそれによって振り回されなくてもよいように十分に救われました。覚えていてください。
それから、救いの確信はどこまでいくのかというと覚えていてください。今現在、このイエス様がよみがえられて自分の中に今いらっしゃるというのが救いの確信です。どのようにでしょうか。聖霊をとおして一緒にいらっしゃいます。だから、イエス様のように善良なことなどもあるでしょうが、一番メインはなんかというと救いの確信です。先ほども申し上げたことプラス、イエス様が私の中にいらっしゃるのであれば私の人生の歩みの中でイエス様がなさったこと、イエス様の御業がそのまま現れるようになります。自分はそのような存在だということ、それを期待することです。特にイエス様が33年間地上にいらっしゃったときに最後の3年間それを見本として見せてくださいました。病人を癒し、天の御国の福音を伝えてそれにプラス迫害も受けたりいろいろありました。悪霊が追い出されたりもありました。不治の病の人が癒されたり、結局イエス様はキリストだといういのちの福音が宣べ伝えられたりしていました。そのことがこれから私の人生の中でそっくりそのまま現れるのだというのが救いの確信です。自分の人生はそういうものなのだと。その確信を十分に持っていてください。だから、祈るわけです。期待をして祈ります。祈祷します。それが救いの確信です。そうすると他に事業とか勉強とか健康とかはどうなりますか。それはイエス様と同じことをこれからやるために残りの人生があると期待して祈るとそのことのために、それがなされるのと同時に他に気になっていたものは奇跡をもって神がなさるというのが約束です。いちいちあれもこれも全部神経を使ってストレスばかり溜めて、円形脱毛症になったりすることはクリスチャンに望ましくないことです。それは適当にしてもよいということではありません。最善を尽くしてまじめにやりますが神経がそこに行っていません。私をとおしてイエス様がなさったことは一言で言うと、いのちの福音が宣べ伝えられると暗闇の力が砕かれて神の国が臨まれるようなことが3年間行く所々で行われていました。マタイの福音書からヨハネの福音書までよく読んでみてください。イエス様がいらっしゃる所々で何がどう起きたのか。それがそっくり私が行く所々において起きると信じてください。本当に信じてください。それが楽しみで仕方がない、それをビジョンと言います。そうなるように祈ります。ただひとつだけそのためになにが邪魔なのかというと自分自身が邪魔なのでそれで約束されました。必ずそうなりますので。皆さん、年や人間的な能力、社会的な身分などはまったく関係ありません。イエスがともにおられればだれでもイエスのことが現れるようになります。信じてください。今日から4福音書をもう一度読んでください。それを読む理由はイエス様がキリストだということを確認すると同時にイエス様に起きたことが私にも起きると確認するためです。それをずっとイメージしてください。それを期待し楽しみにしてください。それを祈ってください。「そうなることを信じます。そうならせてください」と。同時にいつそうなるのかというと、自分が邪魔なので肉が邪魔だから約束されました。ひとりひとりイエスさまを信じる人をとおして、まるでここに30人がいればイエス様が30人になるようにするために私たちの中に来ていらっしゃいます。ただそれが実現するために邪魔するものが取り除かれないといけないので、その方法が聖霊充満です。ですから、救いの確信を持っているものはこのイエス様のことがそっくり現れるということを楽しみにしながらそのために聖霊充満を祈るのです。自分が消えていくことです。そうすると皆さんが行くところにイエス様がいた時と同じことが起きます。皆さんの能力と関係ありません。つまり、皆さんの人生は奇跡の人生です。他は神様が全部責任を持ちます。まず神の国と義を求めなさい。そうすればそれらのすべては加えて与えられるということが成就するようになるでしょう。あまり軽く「お金も入るか」という感じではありません。本当にすべて責任を持ちます。計算しないように。気にしないように。ひとつだけです。皆さんの人生が奇跡の人生になります。皆さんがびっくりするほどイエス様があの人に乗り移っているのかなと周りから見て分かるようなことが起こります。それが救いです。その確信を持ってください。それが十分なのです。イエス様は理解不能な苦しみに預かりました。なぜでしょうか。皆さんが十分にイエス様の代わりになれるようにです。それを王である祭司、イエス様の使節という表現を聖書は使っています。皆さん自分自身をもう一度、このキリスト、救いの目から見て大事に評価しないといけません。今自分が嫌で自分をどうしても認めることができないようなことがいっぱいあって、自分と向き合うことが嫌でしょう。でもそういったすべての内容も早く改訂しないといけません。そうではありません。それは皆さんに与えられているキリスト、ともにいらっしゃる救いの祝福、キリストの力が具体的に現れるために残されている材料に過ぎないものです。それに振り回されて捕らわれて自分自身とハッピーな顔で向き合うことを逃さないようにしてください。自分自身を正しく認めるようにしましょう。「あなたは祝福された者だ。あなたはすべての問題が終わった。あなたは幸せな者だ。あなたはイエスがともにおられるのだよ。あなたのこれからの人生の歩み、会社に行けば会社。学校に行けば学校。町に行けば町。家庭に戻れば家庭。その行く所々においてイエス様と同じことが起こる者です。祈ろうではないか。それにともなって世界が動かされ奇跡の主人公になるよ」これをこれっぽっちも疑わないで全部信じてください。これが全部十分すぎるほどのものになるようにイエス様は理解不能な苦しみに預かりました。私たちが十分信じてなんの問題もないように、それほどの苦しみ、それに値する苦しみだったので、ぜひ見方を変えてください。皆さんの人生は素晴らしい輝く意味ある人生です。それに気づいてもらうために今までいろいろなつまずきや人間的にうまくいかない、あるいは失敗、弱さ、病気などがいろいろ許されていたかもしれません。早く目覚めなさいということで「ああ、そうか。キリスト。救い。私は幸いな者。すごい存在だ」と知らないでいるだけであって気づいて行けば、聖霊充満さえ受けるようになれば私をとおしてイエス様が乗り移っているかのようなことがどんどん起きます。そうすると自分でスケジュールを立てて計算することができないほどの人生が展開されるようになります。何万円かの給料を貰うために一生汗をかく、それはクリスチャンではありません。別に仕事が悪いということではありません。ぜひ救いの揺れない確信をもっていただきたいと思います。自分自身とキリストを間に入れてもう一度改めて素直に向き合って自分を認めるクリスチャンになっていただきたいと思います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。イエス様の苦しみの内容、どれほどの苦しみだったのでキリストであるイエス様が汗が血のしずくになるほど祈ったでしょうか。理解不能な大きな苦しみのゆえに、だからこそ私たちは十分すぎるほどの救いをいただいているので救いの十分な確信を持つクリスチャンになって力強く暗やみの力が砕かれる光り輝く勝利の人生を歩むことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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